
春校だより ６月号  
◇ 校長あいさつ ◇   「スマイル春野・エンジョイ春野・探究春野」    渡辺 ニ三彦 

天竜高校春野校舎に赴任して３年目となります。春には気田川沿いの桜を楽しみ、

夏には気田川沿いのキャンプ場で涼を味わい、秋には明神峡での紅葉狩り、冬には粘

りと味の濃い自然薯を食することができる、私にとって大変贅沢な場所です。春野の

地は私のように、四季の自然を楽しむツーリングライダーやキャンパーが全国から集

まります。本校は、このような素晴らしい土地にある、唯一の高校としての誇りを持

っています。 

この恵まれた環境の中、春野校舎では、「笑顔」・「楽しむ」をキーワードにした、様々な学校行事に取り

組んでいます。中でも、３年前から始まった「春埜ウォークラリー」は、春野という土地を笑顔で楽しむた

めの行事として定着しています。また、春野の自然や文化を探究するプログラムも強化しているところです。

春野地区の普通科高校として、個に応じた教育や夢や希望に向かって努力し、自分らしく生き、人の役に立

ち、地域の文化・産業を支える人材を育成するため、春野地域の住民の皆様と協働しながら、「春野らしさ」

を生かした教育活動に精一杯取り組んでまいります。今後も変わらぬ御支援、御協力をお願いいたします。 

 

◇ 春の味覚を味わって！春野産タケノコで調理実習 ◇ ４月 23日（水） 

 ３年生の福祉類型の９人が春野で採れたタケノコを使って調理実習を行いました。タケノコの下処理を

初めて行う生徒もおり、タケノコご飯、チンジャオロース、タケノコ入り中華スープに舌鼓を打ちました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ボランティア部活動紹介～春野地区社会福祉協議会～ ◇  

 本校のボランティア部はお弁当カバーや手紙を作成し、福祉 

協議会へ送らせていただいています。令和７年３月 31日発行 

の春野地区社協だより第 31号で、本校ボランティア部の活動 

を紹介していただきました。今後も春野に根ざしたボランティア 

活動を行いたいと思っておりますので、温かく見守っていただ 

けるとありがたいです。 

令和７年６月２０日 

静岡県立天竜高等学校春野校舎 

地域と学校をつなぐ!! 



◇ 新クラスで仲良しに！春の遠足 ◇ ４月 25日（金） 

 １年生：のんほいパーク ２年生：名古屋城・名古屋散策 ３年生：見付天神・ラウンドワン に行きま

した。１年生は出会ったばかりの友達と、２・３年生は級友と親睦を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 年に一度の文化の祭典！春埜祭 ◇ ６月７日（土） 

 「今しか出来ない青春を」をテーマに春埜祭を開催しました。高校生である今だから味わえる青春を大切

にし、楽しんでいこうという思いでこのテーマが作られました。天候にも恵まれ、多くの保護者の方、地域

の方が来校してくださり、大変盛り上がった文化祭でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容についてのお問い合わせは、 

053-985-0306 天竜高校春野校舎内 総務・図書課 までお願いします。 

※カラー版「春校だより」は天竜高校春野校舎 HPで！   天竜春野校舎    検 索 ☜ 

遠足ではクラスメイトとたく

さん話したり笑ったりしなが

ら楽しい思い出をつくるこ

とができてよかったです。

（12HR 島弥有奈） 

 

見付天神では絵馬を書きました。皆で残りの学校生

活を楽しもうと決めて書きました。笑顔が絶えない時

間を過ごすことができました。（31HR 村松愛心） 

 

３回目の遠足でしたが前回よりもさらにグループ

で協力し、行動できたと思います。今回の自由散

策を修学旅行に活かし、より協力して行動できる

ようにしたいです。（21HR 榛村優太） 

 

 

スマホの方はこちらからも 
アクセスできます 

班のみんなで課題の写真を撮った

り、お昼ご飯を食べたりして協力

しながら好きな動物を見ることが

できて仲を深めることが出来た

一日でした。（11HR 曲淵風花） 

 

準備期間から当日まで、多くの

苦労がありましたが、その全て

が最高の思い出として心に残っ

ています（21HR 山本剛也） 

 

お客さんが楽しそうに

挑戦している姿や景

品をもらった子ども達

の笑顔を見てとても

嬉しくなりました。

（11HR 鈴木穂野香） 

 

春埜祭でクラスの人たちといろ

いろな人を案内したり呼びかけ

たりしたことが楽しかったです。

（12HR 小幡優月） 

 

高校生活最後の文化

祭は、私にとってとて

も感動的で思い出深

いものとなりました。

（31HR 鈴木由菜） 

 


